
                                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この広報誌は、田園調布中央病院と患者さまが 

一体となって、病気やけがと闘うために少しでもお役に

立てるよう、スタッフ一同が心をこめて皆さまへお送りする

情報誌です。 

医療法人社団七仁会田園調布中央病院 

〒145-0071 

東京都大田区田園調布 2-43-1 

ＴＥＬ：０３（３７２１）７１２１ 

田園調布中央病院ホームページ 

http://denenchofu-hp.jp/ 

発行：田園調布中央病院 広報委員会 

診療科目 

内  科 （一般・リウマチ・膠原病・呼吸器・消化器） 

外  科 （一般・消化器・呼吸器外科・肛門 内視鏡外科） 

整形外科 （一般・骨折・各関節痛・ひざ・骨粗鬆症） 

眼  科 （一般・白内障・網膜剥離・緑内障） 

泌尿器科・循環器内科・皮膚科・疼痛外来・乳腺外科 

形成外科・脳神経外科 

予防接種（肺炎球菌・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・MR・麻疹・風疹・ 

破傷風・おたふく風邪・肝炎）※対象 15歳以上 

ウエルネス外来（要予約）※自由診療 

受付時間 

【午前】８：００～１２：００ 【午後】８：００～１６：３０ 

診療開始 

【午前】９：００～      【午後】１４：００～ 

◆診療科により受付・診察時間が異なる場合が 

ございます。詳細につきましてはお電話、受付まで 

お問い合わせ下さい。 

面会時間 

１１：００～２０：００（面会時間は他の患者さまにご迷惑の 

かからないようお守り下さい。） 

病院理念            

支える医療を実践する 

 

基本方針            

・救急・急性期医療に全力で取り組む事で、 

命を支えます。 

・地域の方々と共に地域医療へ貢献する事で、 

地域を支えます 

・疾病の早期発見・予防に努める事で、 

健康を支えます 

 

患者様の権利           

 当院では患者様の 

１．良質で公平な医療を受ける権利 

２．医師による説明を受ける権利 

３．医療を選択し自己決定する権利 

４．プライバシーを尊重される権利 

５．事故情報の開示を求める権利 

６．個人情報を守る権利 

患者様の権利を尊重し安全で良質な医療の

提供を行うために患者様のご協力をお願い

いたします。 
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 広報誌 

TOPICS 

・高齢者の患者さんにやさしい腹腔鏡手術 

・高額療養費制度について 

・公開医療講座のご案内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 腹腔鏡手術(大腸癌治療ガイドラインより抜粋) 

図 2 胃癌の手術創 

図 3 大腸癌の手術創 

 

外科医師 鈴木 直人

腹腔鏡手術をご存知でしょうか。ソフトバンクの

王監督がこの手術を受けたことで、世間に広く知ら

れるようになりました。今までの開腹手術では、お

腹を大きく切って直接お腹の中を見ながら手術を

します。一方、腹腔鏡手術では炭酸ガスでお腹を膨

らませて、「腹腔鏡」というカメラを使って、お腹の

中をテレビ画面で観察しながら、数ヶ所の小さな穴

から長い器具を入れて手術をします(図１)。 

開腹手術と比べて特別な技術を必要とする手術

です。お腹を大きく切ることがないため、手術の

キズが小さくてすみます(図２、図３)。その分痛み

も軽く、手術翌日より歩行が可能です。手術後の

回復も早く、結果的に入院期間も短くてすみま

す。 

当院外科では、この腹腔鏡手術を早くから取り入

れて患者さん達に非常に喜ばれています。対象と

する病気は、胃癌、大腸癌、急性虫垂炎、胆石

症、腸閉塞症、胃・十二指腸潰瘍穿孔など多岐に

わたっています。急性虫垂炎と胆石症に関しては

全例に腹腔鏡手術を行っており、当科での腹腔鏡

手術率は全消化管手術全体の約 70％に達していま

す。 

年々、高齢者の患者さんが増えています。当院のデータでは、胃癌で腹腔鏡手術を受けた患者さんの最高

年齢は 88 歳でありました。手術のキズが小さく、痛みが少ないため手術翌日から積極的に病棟内歩行を開

始でき、この患者さんは術後 9日目で退院することができました。従来のお腹を大きく切る開腹手術では、

今まで見ることができなかった光景です。腹腔鏡手術であったからこそ、可能でありました。 

このような超高齢者の患者さんにとっても、腹腔鏡手術は真に体にやさしい手術であることがお分かりに

なると思います。 

腹腔鏡手術の需要は、今後ますます増加していくと考えられます。そのために、外科スタッフ一同が技術の

習得・鍛練に日々励んでいます。当院では「患者さんの体にやさしい腹腔鏡手術」に積極的に取り組んでおり

ます。何か質問等がございましたら、お気軽に外科スタッフにご相談ください。 

【図 1】 

【図２】 【図３】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊詳細は、各市町村窓口、医療機関にお尋ね下さい。  

平成 27 年 1 月から  

所得区分 自己負担限度額 多数該当 

区分ア（標準報酬月額 83 万円以上） 252,600 円＋（総医療費－842,000 円×１％） 140,100 円 

区分イ（標準報酬月額 53～79 万円） 167,400 円＋（総医療費－558,000 円×１％） 93,000 円 

区分ウ（標準報酬月額 28～50 万円） 80,100 円＋（総医療費－267,000 円×１％） 44,400 円 

区分エ（標準報酬月額 26 万円以下） 57,600 円 44,400 円 

区分オ（低所得者） 

被保険者が市町村村民税の非課税者 
35,400 円 24,600 円 

医事課 森川 稔之

高額な医療費を支払ったときは高額療養費で払い戻しが受けられます。 

高額療養費とは、同一月（1 日から月末まで）にかかった医療費の自己負担額が高額になった場合、 

一定の金額（自己負担限度額）を超えた分が、あとで払い戻される制度です。70 歳未満の方で、 

医療費が高額になることが事前に分かっている場合には「※１限度額適用認定証」を提示する方法が

便利です。 

※１ 

＊自己負担限度額とは、年齢及び所得状況等により設定されています。 

70 歳未満の方の区分 

 
平成 27 年 1 月より 70 歳未満の所得区分が 3 区分から 5 区分に細分化されています。 

（70 歳以上の方は変更ありません。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは、検査の結果が返ってきたら、どのように読めばよいか分かりますか? 

今回は、検査結果の見方のポイントを分かりやすく解説いたします。 

健診結果を活かしてより良い生活習慣を目指しましょう。 


